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加東市まちづくり活動費補助金を活用した 

まちづくり活動成果集 

〔令和３年度〕

加東市 市民協働部 人権協働課 

加東市マスコット 加東伝の助 
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はじめに

 少子高齢化や人口減少社会の進行、ライフスタイルや価値観の多様化、地域コミュニティの希

薄化など、地域社会を取り巻く環境が変化する中、まちづくりには、行政だけでなく市民や地域、

団体、事業者など多様な主体との『協働』が不可欠となっています。 

 また、将来にわたって活力のあふれるまちにしていくためには、まちづくりの主役となる「人」

が、ふるさと加東への愛着や誇りとともに、夢や希望をもって、それぞれの個性を活かしながら

活躍し、地域と共に元気であり続けることが重要です。 

 加東市では、市民の皆さまが取り組まれるまちづくり活動に対して「まちづくり活動費補助金」

を交付し、その活動を支援しています。この冊子は、令和３年度にこの補助金を活用された団体

の活動をまとめたものです。ふるさと加東への思いや取組、その活動を通して見えてくる課題な

どから、協働のまちづくりの大切さを認識していただき、市民や地域、団体、行政などのそれぞ

れの役割について考えるきっかけにしていただければ幸いです。 
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団 体 名 下滝野地区 

代表者氏名 阿江 孝仁 

活 

動 

内 

容 

活動テーマ･行事名 

神戸新聞特集記事「知られざる空襲、加東・下滝野」記録集の作成 

１．内 容 

神戸新聞北播版に「知られざる空襲～昭和２０年７月２４日、加東・下滝野～」の

タイトルで令和３年７月２１日から１０月２４日にかけて、２０の記事が掲載されま

した。戦後７５年を経て明らかとなった下滝野空襲の記録を末永くとどめたく記録集

を作成しました。 

２．目 的 

この記録集をもって、永く引き継いだ地域のコミュニティの推進に活用します。 

また、滝野中学校の所在地区、数年後には小中一貫校が所在する地域として、児童

や生徒に平和学習等の教材として活用していただきます。 

３．場 所 

加東市下滝野地内 

４．期 間 

令和３年１２月１日～令和４年３月３１日 

活

動

の

効

果 

・

今

後

の

取

り

組

み 

１．活動により生まれた効果 

 地域の歴史の振り返りと、身近にあった戦争の記録をとどめることで平和を考える

機会となった。 

 共通の話題を持つことで地域のコミュニティがより深まった。  

２．今後の取り組み予定 

 おりしも、ウクライナとロシアの戦争が勃発し、多くの市民が犠牲となる中、ここ

加東の地でも先の大戦の空襲による犠牲者が出るなど戦争の傷跡が残っています。 

これらの歴史を学ぶ機会としていただき、小学校や中学校の平和教育の教材として

活用いただきたいと願っている。 
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団 体 名 ふるやの森文庫 

代表者氏名 木下 加代子 

活 

動 

内 

容 

活動テーマ･行事名 

 森の子ども食堂 

１．内 容 

・月 1回の子ども食堂 

・子ども、保護者も一緒に料理・盛り付け・配膳の手伝い 

・講師を迎えて講座（昔遊び、野菜と玄米を使ったお菓子作り、野菜料理、 

もちつき、お抹茶と和菓子作り） 

・室内外、公園での自由遊び 

２．目 的 

 ①食育      ③安心できる居場所づくり   ⑤協力することを学ぶ 

 ②友達作り    ④生きる力を育む 

３．場 所 

木下宅（加東市森） 

４．期 間  令和 3年４月１日～令和４年３月３１日 （全９回） 

①7月 25日（日）   ④10月 23日（日）    ⑦1月 9日（日） 

②8月 22日（日）   ⑤11月 6日（日）    ⑧2月 27日（日） 

③9月 19日（日）   ⑥12月 12日（日）    ⑨3月 27日（日） 

５．参加者数（来場者数） 

子ども １４５人 

大人   ９０人 

活

動

の

効

果

・

今

後

の

取

り

組

み 

１．活動により生まれた効果 

・食事が出来るまでの過程を体験することで、自分でも作れることや食べてもらう

喜びや日々作ってもらっていることの感謝の思い等、それぞれ感じてもらえた。 

・大人も子どもも交流の輪が広がる 

・異年齢交流により、助け合い教え合いが生まれた。 

２．今後の取り組み予定 

・子どもたちが１品、最初から最後まで自分たちで仕上げることで、もっと自信を

つけてもらいたい。 

・お野菜やお米等を作ってくださった方に来ていただいて、お話を聞かせていただ

いたり、その方々へのお礼を子どもたちと作ってお渡しする。 

・子どもたちにお部屋の片づけを最後までする習慣をつけてもらう。 
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団 体 名 ＠Future（アットフューチャー）  

代表者氏名 丸山 聖平 

活 

動 

内 

容 

活動テーマ･行事名 

そこが知りたい加東の歴史「加東義経伝説」 

１．内 容 

著名な歴史家（田辺眞人氏）の講演会とこれに合わせたツアーを実施し、加東市に

残る「源平合戦」の歴史を深めました。 

市民の皆さんはもちろん近隣、京阪神、東播磨沿岸地域からの参加を募り、加東市

ファンを増やしました。 

２．目 的 

加東市を「好き」になることは、加東市を「知る」ことからはじまります。 

市民内外の多くの皆さんに加東の魅力を知っていただく機会を提供します。 

３．場 所 

加東市内（やしろ国際学習塾、国宝朝光寺、道の駅とうじょう など） 

４．期 間 

実施日 令和３年１２月１８日（土） 

５．参加者数（来場者数） 

講演のみ参加者１００人   

ツアー参加者  ７０人 

活

動

の

効

果

・

今

後

の

取

り

組

み 

１．活動により生まれた効果 

 多くの歴史愛好家の方々に参加いただき、交流人口の増となりました。また、これ

からの事業の協力者としての交流も深まっています。 

また、ツアー参加者には、市内観光や市内での昼食、道の駅でのお買い物など地域

の消費活動を通じた活性化が図れました。 

２．今後の取り組み予定 

 加東に残る義経伝説や歴史・文化をテーマとした講演会と観光地散策をセットにし

たツアーを企画し、新たなテーマでの誘客を図ります。 

 今回は、コロナ禍の中にあっても多くの参加者が得られ、また生涯学習のメンバー

の協力も得られるなど成果が得られました。さらに仲間を増やしながら、活動資金な

どについても工夫を行いながら工面いたします。 
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団 体 名 地域の活性化推進研究会 

代表者氏名 長谷川 妙子 

活 

動 

内 

容 

活動テーマ･行事名 

加東の新しい観光「フットパスツーリズム」を楽しむ 

１．内 容 

加東市では、ＡＲを使ったまち歩きなど「フットパス」による新たな取り組みが行

われています。この加東の新しい観光「フットパスツーリズム」とSDGｓをテーマ

とした、加東市にお越しいただく、日帰り観光ツアーを開催しました。 

２．目 的 

ツアー参加者に加東市の魅力（観る、食べる、学ぶ、遊ぶ、買う）を伝えました。

そして「加東市」のファンになっていただきました。これにより、交流人口の増、

加東市の知名度アップを図りました。 

３．場 所 

加東アート館、パナソニックエコテクノロジーセンター、道の駅とうじょう など 

４．期 間 

令和３年１２月３日（金）、１２月７日（火） 

５．参加者数（来場者数） 

５２人 

活

動

の

効

果

・

今

後

の

取

り

組

み 

１．活動により生まれた効果 

このツアー参加者の皆さんに加東市の魅力を伝えさせていただき、加東市のファン

を増やすことができています。 

また、このツアーへの参加募集については、新聞の広告記事を使いました。 

広告記事を読者の皆さんに見ていただくことで、参加者以外の多くの方々に加東市

の魅力をＰＲできました。 

２．今後の取り組み予定 

 今後も新しい加東の魅力を発信するツアーやイベントを企画、実施することで加東

市の魅力度アップと交流人口の増加を目指した活動を実施します。 

活動のメンバーも増やしながらそれぞれがやりがいのある事業に参画いただきま

す。活動資金も事業の魅力を高めることで応分の負担をいただきながら実施します。
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団 体 名 千燈会実行委員会 

代表者氏名 藤原 加奈美 

活 

動 

内 

容 

活動テーマ･行事名 

 鴨川地域で燈篭に灯りを灯すイベント 

１．内 容 

加東市の女性たちが中心となって燈篭に灯りを灯すイベント。 

 近隣の特産品を使い、燈篭に灯りを灯した。 

２．目 的 

 イベントを通じて多くの人に加東市を知ってもらい、地域活性化につなげて 

いく。 

３．場 所 

やしろ鴨川の郷（加東市上鴨川） 

４．期 間 

令和３年12月 11日(土） 17時～19時 

５．参加者数（来場者数） 

５００人 

活

動

の

効

果

・

今

後

の

取

り

組

み 

１．活動により生まれた効果 

 イベントを通じて加東市を知ってもらえた。 

２．今後の取り組み予定 

 加東市の魅力を知ってもらい加東市に再度来訪してもらえるよう他市・他府県 

にも千燈会を広め、知ってもらう。 

 また、今後、参加費を徴収できるイベントを同時開催する。 
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団 体 名 KATO発見実行委員会 

代表者氏名 黒田 正憲 

活 

動 

内 

容 

活動テーマ･行事名 

KATOに住もう・KATOを見つけよう（便利な田舎へ(加東)移住計画） 

１．内 容 

移住を考えている方、加東市出身だが他市に住んでいる方などに加東市の良さを認

識してもらう為に、リモートイベントを行う。加東市の紹介（買い物・交通の便・学

校・病院等生活に根ざしたもの）などの動画を作成し、既移住者の方や、他市から結

婚などで加東市に住むようになった方に意見などを伺うイベントを開催する。 

令和３年７月９日 第１回実行委員会 

令和３年８月２０日 第２回実行委員会 

令和３年９月１０日 第３回実行委員会 

令和３年１０月１５日 第４回実行委員会 

令和３年１０月２４日 移住促進イベント開催 zoomリモート 

令和３年１２月１７日 第５回実行委員会（反省会） 

２．目 的 

 加東市の良さを知って頂くと共に、移住を考えている方に加東市という選択肢が有

ることを知って頂く。近郊の神戸市の方ですら加東市を知らない方がたくさんおられ

る現状をふまえ、移住を考えておられる方は勿論のこと、移住は考えていない方でも

加東市という良い街が有ることを知って頂く。 

３．場 所 

 Catalyst～語り里～ゆらの 

リモートイベント（zoom開催）と、YouTube でアップし今後も継続してご覧い

ただけるようにする。 

４．期 間 

令和３年７月１日 令和４年１月３１日

５．参加者数（来場者数） 

スタッフ：８名（＋ゲスト３名） 

来場者(zoom参加者)：１５名 
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活

動

の

効

果

・

今

後

の

取

り

組

み 

１．活動により生まれた効果 

 京阪神の駅に配布される、フリーマガジンに掲載したので、５名ほど問合せがあり、

加東市ってどこに有るのですか？と言った質問から、空き家の問合せまで有りまし

た。当日の参加は無理ですが、YouTube で見ますとのお声もいただきました。 

便利な田舎と言うキーワードは移住を考えておられる方にかなり響いたものと思い

ます。 

２．今後の取り組み予定 

 今後も移住希望者のための YouTube などで発信し、社商店連合会とも協力しな

がら空き家対策も含めて行っていこうと思います。 

活動資金は、空き家の紹介や、内装工事などの紹介料を頂く形で活動が行えるだけの

金額を生みだしたいと思います。 
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団 体 名 社高等学校生活科学科もち麦班 

代表者氏名 若浦 直樹 

活 

動 

内 

容 

活動テーマ･行事名 

加東市産の農作物を活用した地域活性化 

１．内 容 

加東市内外の農家や飲食店、企業等と連携し、もち麦をはじめとした加東市産の農

作物のＰＲ活動を行う。 

またＰＲ活動の一環として、レシピ集作成や商品開発、加東市産もち麦料理コンテ

ストの応募を行う。 

地域経済分析システムＲＥＳＡＳを活用して加東市の現状分析を行った上で、加東

市内の課題と解決策を模索する。 

２．目 的 

加東市の交流人口増加と知名度アップを目的とする。 

もち麦をはじめ加東市や北播磨地域の農作物を活用した活動を展開することで地

域活性化を目指す。  

３．場 所 

県立社高等学校 やしろショッピングパーク Bio 県立嬉野台生涯教育センター

やしろの森公園  加古川ヤマトヤシキ  加東市地域交流センター 

４．期 間 

令和３年４月～令和４年３月 

５．参加者数（来場者数） 

・8月 9日   スープで食べるもち麦 和だしカレー味 販売会 ２５０名 

・11月 27日  第 10回 ご当地！絶品うまいもん甲子園 ６０００名（視聴者数）

・12月 1日  近畿経済産業局長賞表彰式 １００名 

・12 月 18 日 もち麦フェス（勝とう丼・もち麦スープ販売、特産品を活用した焼

き菓子販売） ５００名 

・12月 18日 加古川ヤマトヤシキ  ２００名 

・1月 22日  県立社高等学校３科合同課題研究発表会（生活科学科地域連携事業

報告） １００名 

・3月 20日   フードデザイン工房Seica  １５０名
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活

動

の

効

果

・

今

後

の

取

り

組

み 

１．活動により生まれた効果 

 株式会社マルヤナギ小倉屋と連携した商品開発をはじめ、バスツアーで提供する食

事にも、もち麦粉を使った料理を提供した。活動の中で考案した政策アイデアを内閣

府が主催する「地方創生☆政策アイデアコンテスト」に応募したところ、地方予選に

おいて近畿経済産業局長賞を受賞することができた。また、地元の食材を活用したメ

ニューを考案し、調理とプレゼンを行う「第１０回 ご当地！絶品 うまいもん甲子

園」にも挑戦した。加東市産のもち麦粉を活用した「ねぎもちっとホットク」という

レシピを考案し、全国大会に出場し企業賞を受賞することで、もち麦のPRにつなげ

ることができた。 

２．今後の取り組み予定 

 もち麦普及活動を継続する中で加東市内の認知度は上がってきているが、市外では

やや盛り上がりに欠ける印象を受ける。今後は、健康や福祉といった分野とも連携し、

活性化に向けた新たな活動を取り入れていきたい。 
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団 体 名 社高等学校生活科学科観光班 

代表者氏名 若浦 直樹 

活 

動 

内 

容 

活動テーマ･行事名 

『食』を活用した観光資源開発 

１．内 容 

加東市内にある魅力的な観光地や特産品を「食」を通して知ってもらうツアーを企

画する。 

また、まちの観光地や特産品をPRするWeb動画を製作するなど、コロナ禍でも

できる地域活性化活動を行う。 

地域経済分析システムＲＥＳＡＳを使用して加東市の現状分析を行った上で、加東

市内の課題と解決策を模索する。 

２．目 的 

コロナ禍でも加東市が魅力あるまちだと認知されることを目的とする。 

未来を担う高校生たちが積極的に参加することで元気なまちであり続けることを

目指す。 

３．場 所 

 県立社高等学校 やしろショッピングパーク Bio ホテルグリーンプラザ東条湖

播磨中央公園  加古川ヤマトヤシキ 

加東市内各所（山の芋農園、やしろの森公園、県立嬉野台生涯教育センター、鴨川

の郷、ふじいでんこう さいくるらんど、播州清水寺、加東アート館、道の駅「とう

じょう」） 

４．期 間 

令和３年４月～令和４年３月 

５．参加者数 

・7月 30日、7月 31日  加古川ヤマトヤシキ ３００名 

・11月 20日、11月 21日 加東市の魅力発見バスツアー １６名   

・12月 18日 もち麦フェス（もち麦うどん打ち体験、もち麦巻き寿司作り体験）

５００名 

・1月 22日 県立社高等学校３科合同課題研究発表会 

（生活科学科地域連携事業報告） １００名 

・1月 28日 フードデザイン工房Seica  １５０名 

・3月 26日、3月 27日 加古川ヤマトヤシキ  ２５０名 
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活

動

の

効

果

・

今

後

の

取

り

組

み 

１．活動により生まれた効果 

コロナ禍における観光客数の減少や外出制限によるストレス増に着目し、加東市の

魅力を発信しつつコロナ禍でも安心して参加できる１泊２日の体験型バスツアーを

加東市観光協会や神戸新聞旅行社の協力のもと、実施した。人が生きるうえで欠かす

ことのできない「農」と「食」を中心とした本ツアーでは、加東市の名所や特産品を

活用することで、今後につながる新たな観光資源を開発することができた。本活動は

地域経済分析システム RESAS を使って加東市の課題を発見し、その課題を分析・

解決するための政策アイデアの一環として実施した。 

２．今後の取り組み予定 

バスツアーといった観光事業を中心に加東市の魅力PRを行ってきたが、ツアーに

続くような観光資源開発には至っていない。今後は、バスツアー以外の観光資源開発

も行い、交流人口の増加につなげていきたい。 
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令和３年度加東市まちづくり活動（応募活動分） 募集要領

１ 目的 

市民の皆さまが「自ら考え、行う」活動を支援することにより、より良い活動の創出を促し、 

地域の活性化、市民と行政の協働のまちづくりに寄与することを目的とします。

２ 補助メニュー 

次の４コースから１コース選択し、応募してください。（応募できるのは、１コースのみです。）

コース 一般コース 
スタート応援 

コース 
テーマ解決コース 

コロナに負けない 

元気なまちづくりコース

対象活動 

市内で行う、市の歴史や自然、産業、文化等

の啓発、伝承を促進する活動または地域コミ

ュニティの推進に関する活動で、地域の活性

化が図られる広域的なものを対象とします。 

市が定めたテーマ

に基づいて行う活

動のうち地域の活

性化が図られる広

域的なものを対象

とします。 

新型コロナウイルス感

染症による影響を受け

た市民を元気づけ、地

域の活性化が図られる

活動を対象とします。 

補助率 対象経費の６０％
対象経費の１００％

（３年目は８０％） 
対象経費の１００％ 対象経費の１００％

補助上限額 

(予算の範

囲内) 

２００，０００円 ３００，０００円 ２００，０００円

共通事項 

○活動は、令和３年度中（令和４年３月まで）に完了するものとします。 

○慣例的な活動や団体の内部にとどまる活動などは対象外とします。 

○営利目的、反社会的、政治または宗教を普及する活動は対象外とします。 

○国・県・市などから補助を受ける活動は対象外とします。 

その他 

○同一団体による

同一内容の活動

は、連続した２年

間までとします。 

※ ただ し 、 学 校

（小・中・高等学

校等）を単位とす

る団体について

は、構成員（生徒）

が毎年異なると

考えられるため、

同一団体とはみ

なしません。 

○採択された活動は、

連続した３年間補助

します。 

※２年目以降も審査は

あります。３年目は、

補助金額を対象経費

の８０％とします。 

○１年目は単一自治会

内での活動を認めま

すが、２年目以降は

範囲を自治会外まで

の拡大を条件としま

す。 

○同一団体による

同一内容の活動

は、連続した２年

間までとします。 

※ た だし 、 学 校

（小・中・高等学

校等）を単位とす

る団体について

は、構成員（生徒）

が毎年異なると

考えられるため、

同一団体とはみ

なしません。 

〇単なる物品の配布・

寄贈は対象となりま

せん。 

〇補助期間は１年のみ

となります。 

参考 
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テーマ解決コースで定めるテーマ 

テーマ解決コースは、以下に示す①から③のテーマについて、現状と目指す状態・将来像を踏まえ

て行う活動を対象とします。 

①人口の維持・増加または交流人口の増加・加東市の知名度アップにつながる活動 

【現状】 

   加東市においても、将来は人口減少・少子化が予想され、その対策が必要になっています。また、

市内には、地域の名所や歴史的な遺産、貴重な観光資源などが数多くあり、それらを有効活用する

ためには、さらなる魅力発信やＰＲを行う必要があります。 

【目指す状態・将来像】 

市外からの定住・移住を促す取組を通して、人口の維持・増加を目指します。また、市内の名所

や歴史遺産、観光資源などを有効活用することで、市外から人を呼び込み、交流人口の増加と加東

市の知名度アップを目指します。 

【活動例】 

・市外の方を対象とした市民農園体験や就農体験 

   ・加東市の歴史・名所などの魅力を紹介するツアーの実施  など 

②男女共同参画や女性活躍の推進につながる活動 

【現状】 

   少子高齢化の進展や人口減少が進む中で、社会の多様性と活力を高めていくために、男女共同参

画社会の実現が課題になっています。 

【目指す状態・将来像】 

男女共同参画を推進することで、性別に関係なく誰もがその個性と能力を発揮できる、豊かで活

力ある社会の実現を図ります。 

【活動例】 

・女性の起業支援など女性活躍を推進する事業

   ・男性料理教室など男性の家事参加の促進を目的とした事業  など 

③国際交流や多文化共生の実現につながる活動 

【現状】

  在住外国人が増加していることから、市民や地域の共生意識の高揚を図るとともに日常生活など

をサポートする多文化共生社会づくりのより一層の推進が求められています。

【目指す状態・将来像】

  在住外国人への日本語教育支援や生活情報の提供などの生活支援を通して社会参加を促進するこ

とで、市民や地域の共生意識を醸成し、多文化共生社会の構築を図ります。

【活動例】

  ・在住外国人やその子どもを対象とした日本語教室

  ・外国語に対応した加東市に関するガイドブックや観光マップなどの作成  など
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コロナに負けない元気なまちづくりコース 

【現状】 

令和２年１月以降、国内で感染拡大を続けている新型コロナウイルス感染症は、地域コミュニテ

ィ活動に多大な影響を与えています。一方でオンライン交流会をはじめとした全く新しいコミュニ

ケーションが生まれたり、アフターコロナにおいて、「新しい生活様式」の視点を取り入れた柔軟性

にとんだ活動が求められています。 

【目指す状態・将来像】 

 このような時だからこそ、市民の皆様が考え、行う活動を行政が応援するという協働の形を推進

し、多くの市民による継続したまちづくりへの参画を目指します。 

【活動例】 

 ・地域コミュニティ活動のオンライン化を進めるための講習会の開催 

 ・地元の住民の読み聞かせの動画配信による、地域昔話の次世代伝承  など 

３ 対象団体 

市内に活動拠点をもつ団体で、その代表者と構成員の半数以上が加東市民であるものを対象としま

す。ただし、スタート応援コースは、設立後３年以内の団体に限ります。 

４ 補助対象経費 

＜補助対象となる支出＞ ＜補助対象とならない支出＞ 

(1) 会議費（打合せ会等） 

(2) 会場使用料 

(3) 消耗品費（用紙代、文房具代） 

(4) 印刷製本費（チラシの作成・印刷等） 

(5) 食糧費 ※上限あり 

(6) 材料費（調理を行う際の食材等） 

(7) 賞品代 ※上限あり 

(8) 備品代 ※上限あり 

(9) 謝礼（講師、出演者に対するもの） 

(10) その他必要な経費 

(1) 土地や建物（完成品）の購入費 

(2) 酒類の代金 

(3) スタッフへの手当てなど、報酬として支出

するもの 

※経費が対象となるかどうか迷う場合は、市民協働部人権協働課までお問い合わせください。 

○上限について 

(5) 食糧費 補助金希望額の３分の１以下（単価８５０円まで） 

  (7) 賞品代 補助金希望額の２分の１以下（単価３００円まで） 

  (8) 備品代 上限２０，０００円（ただし、スタート応援コースは、上限５０，０００円とします。） 

   (10) その他 委託費は、補助金希望額の２分の１以下とします。 


